
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年１２月９日               NO,５８９ 

 

吹割の滝・吹割渓谷 

 昭和１１年（１９３６）１ 

２月１６日に国の天然記念物に 

指定された吹割の滝は、高さ７ 

㍍、幅３０㍍に及び、河床をＵ 

字に削る形で流れ落ちる滝は、 

全国でも数少なく、東洋のナイヤガラとよばれています。 

 吹割の滝は約１万年前、片品川と栗原川との合流点に生ま

れた滝が次第に片品川の上流へ浸食（後退）していき、切り

立った崖が数十㍍におよぶ吹割渓谷を生み出しました。 

 吹割の滝は、凝灰岩、花崗岩の川床を流れる片品川が、岩

質の軟らかい部分を侵食し、割れ目が生じ、巨大な岩を吹き

割ったように見えることから「吹割の滝」の名がつきました。 

 吹割渓谷から浮島までの約４００㍍で、約４０㍍の高低差

があり、鱒飛の滝は落差約１５㍍で、滝壺の大きさから約１                

万年前にはもっと大きな滝があった 

のではないかと考えられています。 

 吹割の滝のすぐ上流部にある広い河

床は千畳敷で、川の浸食で勾配が緩や

かになると、横を削る力が強く働きで

きたものと考えられ、吹割の滝、吹割

渓谷とともに独特の奇景をつくりだし

ています。 
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 １１月２２日に開かれた臨時市議会で、テラス沼田の改修工事費に２億

９，４０９万円を追加する補正予算が賛成多数で可決されました。 

 テラス沼田の改修工事をすすめるなかで、補強が必要な個所が多数発見

され、そのため追加工事が必要となり、

当初の予算では対応できなくなったこ

とから、予算の追加補正が必要となり

ました。 

   工期も２月末まで延長されること  

になりましたが、オープンは来年５月

７日を予定しています。 

  

 上原町自主防災会は１１月２９日、区民館で震度６強

の地震が発生したことを想定した、避難所運営訓練をお

こないました。 

 訓練では、グループ別に模造紙に書かれた学校の配置

図に避難者や支援物資を振 

り分けました。 

 各グループでは、参加者 

が真剣に話し合いながら、 

振り分け作業をすすめてい 

ました。 

 日本共産党の酒井宏明県議（前橋市選出）は１日、利

根町の有害鳥獣被害と対策の調査をおこないました。 

 侵入防止柵や大型捕獲檻の設置状況の調査や農家の方

から、被害状況などの聞き取り

をおこないました。 

            酒井県議は「防護、捕獲など

の対策をすすめるため、県の支

援を充実させるよう取り組みた

い」と語りました。 

 １２月定例市議会が４日開会し、会期を１７日までの１４日間と決め、

市道路線の認定、新庁舎で使う机、椅子、ロッカー、キャビネットなどの

動産の取得８件、庁舎等複合施設（テラス沼田）整備改修工事の請負契約

の変更３件、保健福祉センター、望郷の湯、しゃくなげの湯などの指定管

理者の指定４件、沼田市福祉医療費支給に関する条例の一部改正など条例

の一部改正５件、平成３０年度沼田市一般会計補正予算と特別会計３件の

補正予算など２７件の議案が提案されました。 

 「会計年度任用職員制度施行に伴う臨時・非常勤職員 

の地位・待遇改善を求める」請願、「核兵器の禁止条約 

の署名・批准」を求める請願、国に対し「消費税増税中 

止を求める意見書」の提出を求める請願の３件が委員会 

付託されました。 

 


